
東北農業研究（Tohoku Agric．Res．）吼　209－210（1987）

アルファルファの構成部位別飼料成分の季節的推移の解明
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は　　じ　　め　　に

アルファルファは蛋白質含量が高く，ミネラルに富む牧

草で．その普及が期待されているが，反面，栽培及び調製

加工に難しさがあるとされている。本研究では，この事種

のサイレージ調製技術の基礎資料を得るため，構成部位別

飼料成分の季節的推移と番草別飼料成分の変化を調査した

ので，その概要を報告する。

試　験　方　法

造成5年目のアルファルファ（品種：デュピイ）の圃場

を1区127ばの7区画に分けて試験を行った。1番草は，1986

年5月16日より6月30日にかけてはぼ一週間間隔で刈取り，

生育ステージ，草丈，収量及び彙／茎比を調査した。各区

のサンプルは葉部と茎部に分け，それぞれについて飼料成

分組成と牛を使用したナイロンパック法による乾物消化率

（ⅠVDMD）を調査した。2，3番草はどの区も開花施

期に刈取り，1番草と同様の調査を行った。

試験結果及び考察

（1）収量

表1に1番草の草丈と生育ステージ及び番草別の収量を

示した。1番草の乾物収量は生育に伴って増加し，結実期

の6月30日刈取区の収量は生育期の5月16日刈取区の約3

倍に透した。しかし，草丈が90cmを越える出蕾後期から倒

伏が始まり，糞部の腐敗が目立つようになった。1番草の

彙部収量は生育にかかわりなくほぼ一定であり．生育に伴

う乾物収量の増加は主に茎部の収量の増加によるものと考

えられた。年間乾物収量は1番草を開花盛期の6月19日に

刈取った区が最大で．約1．4f／10dであった。

義1　アルファルファ1番草の刈取時期別草丈と生育ステージ並びに番草別乾物収量

区Nn　 刈 取 日
1　　　 番　　　　 草 2 番 草

収 量

3 番 草

収 量

年 間

収 量草 丈 （仰） 生 育 ス テ ー ジ　 葉 ／茎 比　 収 量

1　 5 ／16 5 1．3　　 生 育 期　　　　　 0．91　　 265 3 7 3 3 2 7 9 6 5
2　　 5 ／22 6 4．0　　 生 育 期　　　　　 0．6 6　　 383 4 1 8 3 8 8 1，18 9
3　　 5 ／29 7 0．4　　 出 蕾期　　　　　 0．4 7　　 438 3 7 9 3 6 9 1，18 6
4　　 6 ／ 5 9 3．0　　 出 費後 期　　　 0．45　　 5 11 3 6 1 3 3 8 1．2 10
5　　 6 ／12 1 0 3．3　　 開 花 1／10 期　　 0．4 2　　 560 3 2 8 3 4 8 1．23 6
6　　 6 ／19 10 8．7　　 開 花盛 期　　　　 0．34　　　 742 3 63 3 3 7 1．44 2
7　　 6 ／30 1 2 3．8　　 結 実 期　　　　　 0．27　　　 762 3 3（〉 23 4 1．33 2

＊収量はDM吻／10α

（2）飼料成分組成

1番草の部位別飼料成分組成の推移を表2に示した。彙

部，茎部の水分．粗蛋白質は生育に伴い減少する傾向を示

し，茎部では生育期から出蕾後期にかけて粗蛋白質含量が

大きく低下した。葉部の繊維成分は，生育に伴い若干増加

の傾向を示したものの，ほぼ一定の値で推移した。一方，

茎部のOCW（総繊維），Ob（低消化性繊維区分），ADF

及びリグニン含量は出蕾期ころから急激に増加した。しか

し，Oa（高消化性繊維）含量は生育が進んでもほとんど変

化せず，リグニン／Ob％も彙部では15前後：茎部では22前

後とはぼ一定であった。

番草別．部位別飼料成分組成を表3に示した。再生草で

は1番草に比べて．ADF，リグニン，Obが増加し，

OCC（細胞内容物質）が減少し，また，リグニン／Ob％

も増加した。

表2　アルファルファ1番草の刈取時期別，
部位別飼料成分組成

区霊
飼 料 成 分 組 成 （D M 中 ％）

水分　 C P A D F 誓 言芸 o c w o a　 o b

1葉 82．7　 36．3　 12．1　 2．9　　 9．3　 24．2　　 5．0　 19．2

茎 8 9，8　 22．8　 28 8　　 4．9　 23．9　 35．1 13．1　 22．0

2 彙 80．3　 34．0　 12．6　　 2．9　　 9．6　 28．4　　 9．1 19．3
茎 86．8　 19．8　 36．7　　 6．0　 30．7　 42．2　 11．7　 30．6

3 彙 8 1．5　 32．1 13．4　　 2．9　 10．4　 27，2　　 9，9　 17．3

茎 8 5．8　 16．7　 39．9　　 7．0　 33．0　 48．1 12．0　 36．1
4 彙 79．4　 29．9　 12．0　　 2．7　　 9．3　 26．2　　 8，4　 17．8

茎 8 1．3　 12．9　 45．5　　 8．3　 37．2　 51，7　 10．7　 41．0

5 葉 78．1　 28．8　 12．3　　 3，2　　 9．2　 28．0　　 9．5　 18．5
茎 7 9．5　 1 1．9　 46．4　　 9．2　 37．2　 59．5　 13．6　 45．9

6 糞 8 2．4　 27．8　 15．1　 4．2　 11．0　 31．6　 11．7　 19．4

茎 8 3．5　 10．7　 52．2　 11，0　 4 1．1　 t）3，3　 12．2　 51．6

7 彙 8 1．2　 29．6　 14，1　 3．1 11．1　 31，9　 10．9　 21．0

茎 8 1．9　 12．5　 52．1 10．0　 42．2　 6 4．3　 13．9　 50．3
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蓑3 アルファルファの番革靴部位別飼料成分組成　　　　　　　　　 （DM中牒）

刈取日部位 水分　 CP　 EE　 ASH　吉＿芸 リgiン　OM　 OCW　 Oa　 ob　 ADF

漕苧 全体糞
茎

‡…‡； ……；… …‡… 1…‡… ；…‡日 日 …‡… ……‡… ：…‡… ；…‡； ……‡…

与野 全休葉
茎

……；； ；…；目 上 ；‡喜 …；：三 1…‡… ；…；； ；芝目 …；日 …‥芸 …；‥…

も男苧 全体 79・3　 19t5　 2・7　　 8・1　 25・7　 12・5　 91・9　 53．0　 11．8　412　382彙 78・4　30・2　 5・0　　 9・9　　9・0　　4・5　 90・1　34．2　 13．1　212　 135
茎 77・5　 12・0　 1・7　　 6・8　 38・4　 15・1　 93・2　58・8　　6．4　 52．4　 53．4

（8）ⅠVDMD

図1に1番草のⅠVDMDの推移を示した。糞部では生

育に伴う変化は見られず，70％強とはぼ一定の値であった

のに対して，茎部では生育が進むにつれて減少し，特に出

蕾後期の6月5日以降急激に低下して結実期には25％となっ

た○ⅠVDMDの増減は，繊維部分のOCW．Ob，ADF

及びセルロースと有意な相関を示した。

以上の結果より，生育に伴う茎部の低消化性繊維部分の

増加は消化率に大きく影響することが明らかになった。ア

ルファルファのリグニン／Ob％はイネ科牧草の約2倍の

24％程度で，これがアルファルファの繊維の消化率の低さの

原因とされているl）が，本試験でも同様な結果が得られた。

刈取月日（月／包）

図1部位別に見た1番草のⅠVDMDの推移

（4）可消化乾物量

1番草の乾物収量及び可消化乾物量の推移は図2に示し

た。可消化乾物量は生育に伴い増加し，6月5日の出蕾後

期に最高の330毎／10βとなり，以後減少した。

佐藤ら2）は，最大の乾物収量を得るには開花始期を目安

に年4回（4番草は開花せず）刈取るのが適当としている

が，1番草は梅雨期の降雨などにより倒伏しやすいので，

可消化乾物収量が最大となる出曹後期以降は速やかに刈取

ることが望ましいといえよう。

兢鯨紺撒）
図21番草の乾物収量及び可消化乾物量の推移

ま　　　と　　　め

アルファルファの構成部位別飼料成分の季節的推移を明

らかにするため，1番草の刈取を生育期から結実期にかけ

て行い．収量，飼料成分組成などを調査した。年間乾物収

量は1番草を開花盛期に刈取った区が最大であった。茎

部の繊維成分が生育につれて急激に増加し，これに伴い

lVDMDが急激に減少した。栄養価を考慮した場合，可

消化乾物量が最高の出蕾後期に1番草を刈取るのが適当と

判断された。
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